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１. 事業の目的と性格

〇 熱供給事業では、コスト効率的な地域熱供給を
実現するための高効率型電動熱源機の導入を支
援することを目的とします。

〇 事業の実施により、エネルギー起源二酸化炭素
は排出量が確実に削減されることが重要です。

〇 事業の実施は、法律及び交付規程等の規定に
より適正に行っていただく必要があります。
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（１） 対象事業の要件 （公募要領p.10）

地域熱供給事業において、コスト効率的な地
域熱供給を実現するための高効率型電動熱
源機を導入する事業であること。

２．事業内容
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（２） 補助金の応募者 （公募要領p.10）

応募者の要件は以下の（ａ）または（ｂ）の法人・団体

（ａ） 熱供給事業法（昭和４７年法律第８８
号）第３条に規定する事業者

（ｂ） 高効率型電動熱源機の設備を（ａ）にファ
イナンスリースにより提供する契約を行う
民間企業
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（３） 補助金の交付額 （公募要領p.11）

原則として、補助対象経費の２分の１を補助
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（４） 補助対象設備 （公募要領p.11～p.12）

下記要件を満たす高効率型電動熱源機（これと同
時に設置する専用の冷却塔、冷温水槽、蓄熱槽、
制御装置、ポンプ又は配管を含む）

・電動式の圧縮機を用いて、冷媒の圧縮・膨張サイ
クルにより冷水（不凍液等も含む）や温水を製造す
る以下の条件を満たした熱源装置である（冷媒の
種類は限定しない）。
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（４） 補助対象設備 （公募要領p.11～p.12）

(ⅰ)熱源機の単体の冷却または加熱能力が１００ｋ
Ｗ以上であること（冷暖兼用の熱源機について
は、冷却能力、加熱能力のいずれか一方が１０
０ｋＷ以上であること） 。ただし、熱源機を給湯
用途に用いる場合は、加熱能力が１４ ｋＷ以
上とする。

(ⅱ)エネルギー消費効率※１（以下ＣＯＰ）が表１
（次ページ）の値以上であること （冷暖兼用の
熱源機については、(ⅰ)の条件を満たしている
能力側のＣＯＰが表１の値以上であること）。
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表１ ＣＯＰの基準値

機器の種類 COP

空冷式 ４．０以上

水冷式のチリングユニット（ターボ冷凍機を除く） ５．０以上

ターボ冷凍機または上記以外の熱源機 ６．０以上

※１：エネルギー消費効率（ＣＯＰ）とは、生産エネル
ギー（冷却能力・加熱能力）を消費エネルギー
で除した値

（４） 補助対象設備 （公募要領p.11～p.12）
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（４） 補助対象設備 （公募要領p.11～p.12）

ＣＯＰ算出の温度条件は表２（次ページ）のとおりとする。

ただし、
・氷蓄熱用熱源機についても、冷水出口温度７℃の

条件で効率基準を満たせば対象とする。
・熱源機を給湯用途に用いる場合は、出口温度４５℃

以上、外気乾球温度１６℃とする。
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表２ ＣＯＰ算出の温度条件 （単位：℃）

機器の種類 能力種別
供給する冷温水 外気温度条件

入口温度 出口温度 乾球温度 湿球温度

空冷式
冷却能力 １２ ７以下 ３５ ２４ ※２

加熱能力 ４０ ４５以上 ７ ６

機器の種類 能力種別
供給する冷温水 冷却水温度条件

入口温度 出口温度 入口温度 出口温度

水冷式のチリングユニット
（ターボ冷凍機を除く）

冷却能力 １２ ７以下 ３０ ３５

加熱能力 ４０ ４５以上 １５ ７

ターボ冷凍機
または上記以外の熱源機

冷却能力 １２ ７以下 ３２ ３７

加熱能力 ４０ ４５以上 １２ ７

※２ ：熱源側の熱交換器に水を噴霧するなどの潜熱を利用する機器の場合

（４） 補助対象設備 （公募要領p.11～p.12）



（５） 審査方法 （公募要領p.13～p.14）

【事務局による書類審査内容】

・公募要領や交付規程に定める各要件を満た
していること。

・必要な書類が添付されていること。

・書類に必要な内容が記載されていること。

・事業を確実に実施できる経理的基礎を有す
ること又は事業実施のために必要な資金調
達に係る確実な計画を有していること。
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（５） 審査方法 （公募要領p.13）

【想定される審査項目】

（ア） 公共性が高く、二酸化炭素排出削減効
果に係る費用対効果が高いこと。
（費用対効果が低い場合は不採択にな
る場合がある）

（イ） 二酸化炭素排出削減効果の定量化が
可能であること。

（ウ） 事業によるシステムＣＯＰの改善効果と
事業後のシステムＣＯＰが高いこと。
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（５） 審査方法 （公募要領p.13）

【想定される審査項目】

（エ） モデル・実証的性格を有し、他の事業者
等への波及効果が大きいこと。

（オ） 事業の実施体制の妥当性。

（カ） 資金計画の妥当性。

（キ） 設備の保守計画の妥当性。
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